
輝
き
は
色
褪
せ
な
い

７
月
25
日
、
秋
田
市
の
こ
ま
ち
ス
タ
ジ
ア
ム
で
全
国
高
校
野
球
選
手

権
秋
田
大
会
の
決
勝
が
行
わ
れ
ま
し
た
。（
関
連
記
事
２
ペ
ー
ジ
）

毎月 2 回　1 日・16 日発行

http://www.city.semboku.akita.jp/



第
98
回
全
国
高
校
野
球
選
手
権
秋
田
大
会

準
優
勝

角
館
高
校

忘
れ
な
い
夏
。
忘
れ
ら
れ
な
い
夏
。

角
高
球
児
、
感
動
を
あ
り
が
と
う
。

　

第
98
回
全
国
高
校
野
球
選
手
権
秋
田
大
会
の

決
勝
が
７
月
25
日
、
秋
田
市
の
こ
ま
ち
ス
タ
ジ

ア
ム
で
行
わ
れ
、
角
館
高
校
が
大
曲
工
業
高
校

に
８
対
７
で
敗
れ
、
惜
し
く
も
甲
子
園
出
場
を

逃
し
た
。

　

試
合
は
、
角
館
高
校
の
先
攻
で
始
ま
り
、
１

回
裏
に
大
曲
工
業
高
校
に
先
制
点
を
許
し
た
も

の
の
、
エ
ー
ス
・
小
木
田
敦
也
（
３
年
）が
き
っ

ち
り
と
後
続
を
抑
え
、
安
定
し
た
投
球
を
見
せ

た
。
ま
た
、
打
線
も
好
調
で
２
回
に
逆
転
、
４

回
と
５
回
に
追
加
点
を
入
れ
、
試
合
を
大
き
く

リ
ー
ド
す
る
展
開
に
な
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
６
回
裏
に
相
手
打
者
の
強
烈
な

打
球
が
小
木
田
投
手
の
脚
に
当
た
っ
た
と
こ
ろ

か
ら
リ
ズ
ム
が
崩
れ
始
め
た
。
こ
の
回
は
２
失

点
で
抑
え
た
も
の
の
、
そ
の
痛
み
は
終
盤
に
大

き
く
の
し
か
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
有
利
な
試
合

展
開
は
変
わ
ら
ず
、
８
回
表
に
角
館
高
校
が
１

点
を
追
加
し
、
７
対
３
と
な
っ
た
時
に
は
、
ス

タ
ン
ド
に
詰
め
か
け
た
多
く
の
応
援
団
の
ボ
ル

テ
ー
ジ
も
最
高
潮
に
達
し
た
。

　

し
か
し
、
簡
単
に
は
終
わ
ら
な
か
っ
た
。

　

８
回
裏
、
大
曲
工
業
高
校
の
打
線
が
小
木
田

投
手
の
球
を
と
ら
え
、
打
線
に
火
が
つ
い
た
。

球
場
の
雰
囲
気
は
一
変
し
、
連
打
に
次
ぐ
連
打
。

５
点
を
と
ら
れ
、
４
点
差
を
一
気
に
跳
ね
返
さ

れ
た
。
信
じ
ら
れ
な
い
表
情
で
呆
然
と
す
る
応

援
ス
タ
ン
ド
。

　
「
き
っ
と
逆
転
し
て
く
れ
る
」。
そ
う
信
じ
た

応
援
団
の
願
い
は
９
回
表
に
は
届
か
な
か
っ
た
。

　
「
甲
子
園
出
場
」
と
い
う
夢
は
叶
わ
な
か
っ
た

が
、
角
高
球
児
の
奮
闘
ぶ
り
は
多
く
の
人
に
感

動
を
与
え
、
熱
戦
を
終
え
た
選
手
た
ち
に
は
、

惜
し
み
な
い
拍
手
が
ス
タ
ン
ド
か
ら
送
ら
れ
た
。

旬な情報仙北市の「今」をおとどけ チャンネル
－地域のわだい－

め
ざ
せ
鳴
き
砂
の
復
活

　

６
月
19
日
と
７
月
８
日
の
両
日
、

田
沢
湖
白
浜
に
多
数
の
市
民
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
参
集
し
、
か
つ
て
心
地
よ

い
音
を
発
し
て
い
た
「
鳴
き
砂
」
の

復
活
を
目
的
に
、
白
浜
ク
リ
ー
ン

ア
ッ
プ
大
作
戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

２
度
に
わ
た
り
行
わ
れ
た
清
掃
活

動
に
は
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
は

じ
め
生
保
内
小
・
中
学
校
、
大
曲
支

援
学
校
せ
ん
ぼ
く
校
の
児
童
や
生
徒

が
多
数
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
10
月
に
３
回
目
を
予

　白浜クリーンアップ大作戦

定
。
地
域
の
美
し
い
環
境
を
守
る
活

動
に
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

参加者は一生懸命、清掃活動に汗を流しました。

ダ
ム
の
役
割
し
っ
か
り
学
ぶ

　

７
月
26
日
、
ダ
ム
の
役
割
や
水
・

森
林
と
い
っ
た
自
然
資
源
へ
の
認
識

を
深
め
て
も
ら
お
う
と
玉
川
ダ
ム
交

流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

交
流
会
に
は
水
源
地
で
あ
る
仙
北

市
内
の
７
小
学
校
と
、
受
益
地
の
大

仙
市
か
ら
豊
岡
・
豊
川
小
学
校
、
秋

田
市
か
ら
金
足
西
小
学
校
の
４
年
生

２
９
１
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
児
童
た
ち
は
、
ダ
ム
内

の
施
設
見
学
や
先
生
の
話
を
通
じ
て

ダ
ム
が
も
つ
役
割
や
仕
組
み
を
学
び

　夏休み恒例玉川ダム交流会

ま
し
た
。
ま
た
、昼
食
後
に
は
ド
ロ
ー

ン
見
学
や
体
験
型
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
で
様
々
な
知
識
を
得
な
が
ら
、
他

校
の
児
童
と
の
名
刺
交
換
で
交
流
を

深
め
て
い
ま
し
た
。

児
童
た
ち
は
、
ダ
ム
に
関
す
る
知
識
に
つ
い
て
、

興
味
深
げ
に
メ
モ
を
と
り
な
が
ら
学
び
ま
し
た
。

　仙北市の国指定重要無形民俗文化財
「角館祭りのやま行事（角館のお祭り）」

を次世代に伝えていこうと、角館町観
光協会はこのほど、祭りの歴史やしき
たりをまとめた冊子「角館の祭典」を
角館中学校に 110 冊贈呈しました。
　同校で行われた贈呈式で、安藤大輔
代表理事から目録を受け取った佐藤心
一校長は「夏休みが終わると、祭りの
時期を迎える。ふるさと教育で使わせ
ていただく」と謝辞を述べました。

曳山など 4 テーマを解説

角館のお祭り冊子を贈呈 　

７
月
16
日
、
大
仙
市
雄
物
川
河
川
緑
地

運
動
公
園
で
、
秋
田
県
消
防
協
会
大
仙
仙

北
美
郷
支
部
消
防
訓
練
大
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
２
市
１
町
の
各
大
会
で
勝
ち

上
が
っ
た
上
位
分
団
が
出
場
し
、
小
型
ポ

ン
プ
操
法
と
規
律
訓
練
で
競
い
合
い
ま

し
た
。
仙
北
市
か
ら
は
、
小
型
ポ
ン
プ
操

法
の
部
に
第
４
分
団
２
班
・
３
班
、
第
８

分
団
が
、
規
律
訓
練
の
部
に
は
第
６
分

団
、
第
８
分
団
、
第
10
分
団
が
出
場
し
ま

し
た
。
仙
北
市
の
結
果
は
、次
の
と
お
り
。

《
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
》
▼
３
位
・
第

４
分
団
2
班　

▼
４
位
・
第
４
分
団
３
班

▼
５
位
・
第
８
分
団　
【
個
人
賞
】
第
４

分
団
２
班
２
番
員　

齋
藤
弥
稔

《
規
律
訓
練
の
部
》
▼
準
優
勝
・
第
８
分

団　

▼
８
位
・
第
10
分
団　

▼
10
位
・
第

６
分
団

秋
田
県
消
防
協
会
大
仙
仙
北
美
郷
支
部
消
防
訓
練
大
会

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
第
４
分
団
２
班
（
上
）
と
規
律
訓

練
の
第
８
分
団
（
下
）
が
好
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

目録を受け取る佐藤心一校長（右）、安藤大輔代
表理事（中央）、後藤悦朗副理事長（左）。
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　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－

美
し
く
そ
し
て
繊
細
に

　

平
福
記
念
美
術
館
で
は
、
８
月
１

日
か
ら
「
没
後
80
年
草
彅
興
宗
日
本

画
展
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

大
仙
市
（
旧
中
仙
町
豊
川
）
出
身
の

日
本
画
家
で
あ
る
草
彅
興
宗
は
、
平

福
百
穂
に
も
師
事
し
て
い
ま
し
た
が
、

32
歳
と
い
う
若
さ
で
亡
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　

初
日
に
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ

モ
ニ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
期

は
９
月
22
日
ま
で
で
、
仙
北
市
民
は

無
料
と
な
り
ま
す
。
興
宗
が
遺
し
て

　没後80年草彅興宗日本画展

く
れ
た
美
し
く
、
そ
し
て
繊
細
な
作
品

を
約
60
点
展
示
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

初日のオープニングセレモニーでは、華々しくテー
プカットでお祝いしました。

　 今年で第 10 回を迎え記念大会となった LOWSON
杯きたうらミニバス連合会夏季交流大会が 7 月 16 日
と 17 日の両日、大仙市のサン・ビレッジ中仙で開催
されました。
　初日に予選を勝ち抜いた 1 位から 3 位までのトーナ
メントが最終日に行われ、市内チームが好成績を収め
ました。成績については、以下のとおりです。

きたうらミニバス連合会
夏季交流大会

　優　勝　生保内イーストウインズ
　準優勝　神代ミニバスケットボールクラブ
　第 3 位　白岩ミニバスケットボールクラブ
　　　　　（※中川合同チーム）

宿
題
も
ス
ラ
ス
ラ
解
け
ち
ゃ
う

　

８
月
２
日
か
ら
４
日
に
か
け
て

「
角
館
キ
ッ
ズ
学
び
ぃ
教
室
」
が
仙

北
市
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー
と
角
館
交

流
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
市
内
外
の

小
・
中
学
生
１
３
３
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
こ
の
教
室
は
、「
楽
し
い
学

習
オ
タ
ス
ケ
マ
ン
の
会
（
菅
原
正
五

郎
会
長
）」
が
子
ど
も
た
ち
の
自
学
自

習
を
支
援
し
よ
う
と
、
夏
・
冬
の
長

期
休
み
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

現
職
や
退
職
し
た
先
生
の
オ
タ
ス

ケ
マ
ン
と
、
地
元
高
校
生
に
よ
る
フ

　大人気！角館キッズ学びぃ教室

レ
ッ
シ
ュ
オ
タ
ス
ケ
マ
ン
の
皆
さ
ん

47
人
が
、
子
ど
も
た
ち
の
質
問
に
丁

寧
に
答
え
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

高校生のフレッシュオタスケマンも多数参加。
子どもたちは学年ごとに分かれ、真剣な表情で
問題を解いていました。

男
女
が
対
等
の
社
会
め
ざ
し
て

　

７
月
15
日
、
超
少
子
化
社
会
が
問

う
地
域
の
未
来
～
明
日
を
生
き
抜
く

逆
転
の
発
想
～
と
題
し
た
男
女
共
同

参
画
社
会
づ
く
り
基
礎
講
座
が
田
沢

湖
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
講
座
は
、
秋
田
県
南

部
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
の
主
催

に
よ
る
も
の
で
、
講
師
に
群
馬
県
立

女
子
大
学
の
佐
々
木
尚
毅
教
授
と
あ

き
た
Ｆ
・
Ｆ
推
進
員
の
佐
々
木
美
奈

子
氏
を
招
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

佐
々
木
教
授
は
「
男
女
が
平
等
・

　男女共同参画社会づくり基礎講座

対
等
に
生
活
で
き
る
社
会
で
あ
っ
て
、

子
ど
も
は
国
家
が
育
て
る
と
い
う
家

族
支
援
策
が
必
要
」
と
話
し
、
集
ま
っ

た
約
70
人
の
参
加
者
は
熱
心
に
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

これから迎える超少子化社会をいかに生
き抜くかについて話す佐々木教授。

第10 回 LOWSON 杯

会
場
に
元
気
な
か
け
声
響
く

　

７
月
25
日
、
角
館
東
地
区
公
民
館

で
仙
北
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
世

代
間
交
流
運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
、
市
内
老
人
ク
ラ
ブ
会

員
の
皆
さ
ん
、
角
館
保
育
園
の
園
児

た
ち
総
勢
２
３
５
人
が
参
加
。
紅
白

に
分
か
れ
て
、
ス
プ
ー
ン
リ
レ
ー
や

ボ
ー
ル
運
び
リ
レ
ー
な
ど
の
競
技
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
園
児
た
ち
の
か
わ
い

い
か
け
声
が
響
き
渡
り
、
会
員
の
皆

さ
ん
も
声
援
に
応
え
よ
う
と
発
奮
す

　老人クラブ世代間交流運動会

る
姿
に
、
運
動
会
は
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

園児たちのかけ声に後押しされ、ボール運びリレー
で懸命に走る参加者たち。

快
晴
の
も
と
元
気
は
つ
ら
つ

　

７
月
11
日
、
桧
木
内
川
河
川
公
園

で
仙
北
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
健

康
づ
く
り
親
睦
交
流
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
市
内
老
人
ク
ラ
ブ
会
員

１
５
４
人
が
参
加
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
で
心
地
よ
い
汗
を
流
し
な
が
ら

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

大
会
の
上
位
入
賞
者
は
次
の
と
お

り
で
す
。（
敬
称
略
）

▼
男
子
優
勝　

武
藤
三
千
治
（
豊
齢

老
人
ク
ラ
ブ
）　

▼
同
準
優
勝　

草

　グラウンドゴルフで健康づくり

彅
洋
（
白
岩
長
生
ク
ラ
ブ
）　

▼
女
子

優
勝　

田
沼
レ
イ
子
（
田
沢
第
一
老

人
ク
ラ
ブ
）　

▼
同
準
優
勝　

下
總
恊

子
（
田
沢
第
一
老
人
ク
ラ
ブ
）

快晴で少し蒸し暑さがあったものの、風があ
り最高のプレー日和。参加者はグラウンドゴ
ルフを楽しみながら親睦を図りました。

12
チ
ー
ム
が
熱
戦
を
展
開
し
、
生

保
内
イ
ー
ス
ト
ウ
イ
ン
ズ
が
今
大

会
を
制
し
ま
し
た
。

秋田県中学校総合体育大会で市内生徒が大活躍

【個人】
柔道女子個人戦 57kg 級　　 優　勝　松本　唯（角館中 2 年）
柔道男子個人戦 66kg 級　　 第 3 位　村上息吹（神代中 3 年）
柔道男子個人戦 90kg 級　　 第 2 位　藤村飛翔（神代中 3 年）
柔道男子個人戦 90kg 級　　 第 3 位　黒澤　翔（角館中 2 年）
陸上競技共通男子四種競技　第 4 位　樋口拓馬（生保内中 3 年）
卓球女子個人戦　　　　　　第 5 位　加藤こゆき（角館中 3 年）

【団体】
卓球男子団体戦　　　　　　第 3 位　神代中卓球男子団体
柔道男子団体戦　　　　　　第 3 位　神代中柔道男子団体 

　7 月 16 日から 18 日に秋田県立
武道館で開催された秋田県中学校
総合体育大会の柔道競技（女子個
人戦 57kg 級）で、角館中学校 2 年
の松本唯さんが優勝しました。
　松本さんは 8 月 6 日からの東北
大会、8 月 17 日からの全国大会へ
の出場が決定しました。
　同大会の各競技において、東北
大会への出場を決めた市内生徒は
次のとおりです。（敬称略）

今
大
会
で
優
勝
を
果
た
し
、
全
国
大
会
の
出
場
を
決
め
た
角
館
中

２
年
の
松
本
唯
さ
ん
。

　 7 月 9 日、サッカーの全県低学年大
会Ｕー8・Ｕー10 の決勝が雄和中央公
園広場で開催され、市内スポーツ少年
団が好成績を収めました。
　成績については、以下のとおりです。

Ｕ－8・Ｕ－10
サッカー全県低学年大会

Ｕー10（4 年生以下）
準優勝　ＦＣ角館セレジェスタ

Ｕー8（2 年生以下）
優　勝　ＦＣ角館セレジェスタ
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ン
タ
ー

※
正
面
玄
関
か
ら
お
入
り
く
だ

さ
い
。

●
平
成
28
年
８
月
31
日
納

期
限
の
税
目
／

 

▼

市
県
民
税

　（
普
通
徴
収
）・
第
２
期

 

▼

国
民
健
康
保
険
税

　（
普
通
徴
収
）・
第
２
期

 

▼

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　（
普
通
徴
収
）・
第
２
期

※
口
座
振
替
も
納
期
限
と
同
日

で
す
の
で
、
前
日
ま
で
通
帳

の
残
高
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
／
税
務
課

　（
田
沢
湖
庁
舎
）
☎
（
43
）１
１
１
７

夜
　
日
中
、
仕
事
な
ど
で
市
税
を
納
め
る
こ

と
が
で
き
な
い
方
の
た
め
に
、
夜
間
納
税

窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

　
ま
た
、
諸
事
情
に
よ
り
市
税
を
納
め
る

こ
と
が
困
難
な
方
の
た
め
に
納
税
相
談
窓

口
も
併
せ
て
開
設
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
来
庁
く
だ
さ
い
。

●
日
時
／

   

８
月

31
日
㈬   

17
時
15
分
～
19
時

※
開
設
時
間
に
都
合
が
つ
か
な
い
場
合
は
、
事

前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
場
所
／
税
務
課
、
角
館
・
西
木
地
域
セ

間
納
税
窓
口
を

開
設
し
ま
す

各金融機関または市役所税務課、各地域センター

にご相談ください。

納税には口座振替が便利で安心です。

　
調
査
用
紙
が
送

付
さ
れ
た
皆
さ
ま
、

事
業
主
の
皆
さ
ま

に
は
、
ご
面
倒
を

お
か
け
し
ま
す
が
、

期
限
ま
で
に
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
合
せ
／
企
画
政
策
課
（
田
沢
湖
庁
舎
）

　
☎
（
43
）１
１
１
２

ア
　
女
性
が
職
業
を
持
つ
こ
と
の
意
識
や
育

児
、
介
護
、
昇
進
、
男
性
の
働
き
方
に
つ

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現
状
や
考
え
を
伺
う

た
め
、
無
作
為
抽
出
し
た
市
民
１
６
０
０

人
と
雇
用
保
険
を
完
備
し
て
い
る
市
内
事

業
者
を
対
象
に
、
仙
北
市
女
性
の
活
躍
推

進
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
回
答
の
結
果

に
よ
っ
て
、
目
標
数
値
の
設
定
や
事
業
が

計
画
さ
れ
ま
す
。

ン
ケ
ー
ト
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

粗
大
ご
み
の
出
し
方
に

つ
い
て
の
お
願
い

　
９
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
、
各
地
域
・

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
秋
の
粗
大
ご
み
の
収
集

が
始
ま
り
ま
す
。

　
引
っ
越
し
や
大
掃
除
等
に
伴
っ
て
、
集

積
所
へ
特
定
の
家
庭
か
ら
一
度
に
大
量
の

粗
大
ご
み
が
出
さ
れ
る
事
案
が
発
生
し
て

い
ま
す
。

　
ご
み
集
積
所
に
特
定
の
方
が
大
量
に
ご

み
を
出
す
と
、
そ
の
集
積
所
を
利
用
し
て

い
る
方
々
に
迷
惑
を
か
け
る
だ
け
で
な

く
、
収
集
日
当
日
に
回
収
に
回
れ
な
い

集
積
所
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま

す
。
一
度
に
大
量
の
ご
み
を
処
分
す
る
場

合
は
、
ご
自
分
で
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
や

各
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
に
持
ち
込
む

か
、
市
の
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
許
可
業

者
へ
依
頼
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
「
家
庭
ゴ
ミ
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
」
や
「
ご
み

の
出
し
方
便
利
帳
」
を
ご
確
認
の
う
え
、
適

切
な
ご
み
の
排
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
商
店
や
事
業
所
な
ど
の
事
業
活
動
に
伴
っ
て

出
た
ご
み
は
、
量
の
多
さ
に
か
か
わ
ら
ず
集

積
所
へ
出
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
自
ら
処

理
す
る
か
一
般
廃
棄
物
ま
た
は
産
業
廃
棄
物

の
収
集
運
搬
や
処
分
の
許
可
を
有
し
て
い
る

業
者
へ
依
頼
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
／
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー

　（
角
館
町
薗
田
）
☎
（
54
）３
３
０
５

●
事
業
の
目
的
／
家
庭
の
事
情
に
よ
り
養

護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
に
対
し
て
、

一
時
的
に
施
設
で
支
援
す
る
こ
と
に
よ

り
、
高
齢
者
と
そ
の
家
族
の
冬
期
間
の

生
活
の
安
定
を
図
り
ま
す
。

●
利
用
対
象
者
／
仙
北
市
に
居
住
す
る
65

歳
以
上
の
高
齢
者
で
、
養
護
を
必
要
と

し
自
力
で
共
同
生
活
が
で
き
る
方

●
利
用
定
員
／
１
人
部
屋
６
室
、
２
人
部

屋
１
室
の
計
８
人
の
利
用
が
可
能
で
す
。

●
利
用
期
間
／
11
月
～
翌
年
４
月
末
（
６

か
月
間
）

●
使
用
料
／
１
日
２
２
６
０
円（
食
費
含
む
）

冬
期
間
、
養
護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
を

一
時
的
に
支
援
し
ま
す

　
市
で
は
、
住
宅
を
新
築
ま
た
は
建
売
住

宅
を
取
得
さ
れ
る
移
住
・
定
住
・
子
育
て

世
帯
を
応
援
し
、
次
世
代
定
住
支
援
事
業

費
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
子
育
て
世
帯
を
対
象
と
し

て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
、
子
育
て
世

帯
以
外
も
対
象
に
加
わ
り
ま
し
た
の
で
、

該
当
さ
れ
る
方
は
、
地
方
創
生
・
総
合
戦

略
室
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者
／
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
方

 

▼

子
育
て
世
帯
ま
た
は
45
歳
以
下
の
夫
婦

で
定
住
世
帯
ま
た
は
移
住
世
帯
に
属
す

る
方

 

▼

平
成
28
年
４
月
１
日
以
降
に
新
築
ま
た

は
建
売
住
宅
を
取
得
予
定
ま
た
は
取
得

（
契
約
）
し
た
方

【
定
住
世
帯
】
市
内
に
住
所
を
有
し
、
対
象

者
や
そ
の
配
偶
者
名
義
の
住
宅
が
な
く

定
住
を
目
的
に
住
宅
を
取
得
す
る
世
帯

【
移
住
世
帯
】
世
帯
が
仙
北
市
外
に
連
続

5
年
以
上
住
所
を
有
し
、
定
住
を
目
的

に
平
成
28
年
４
月
１
日
以
降
に
仙
北
市

に
住
民
登
録
し
住
宅
を
取
得
す
る
世
帯

【
子
育
て
世
帯
】
申
請
年
度
に
お
い
て
18

歳
以
下
の
子
ど
も
や
高
等
学
校
等
に
在

学
す
る
子
ど
も
の
い
る
世
帯

●
問
合
せ
／
地
方
創
生
・
総
合
戦
略
室

　（
田
沢
湖
庁
舎
）
☎
（
43
）３
３
１
５

住
宅
取
得
費
用
の
一
部
を

補
助
し
ま
す

新
築
住
宅
を
取
得
予
定
・
取
得
済
み
の
方
へ

補助対象 補助の種類 補助金額等 補助限度額

新築や建売
住宅の取得

定住世帯 1世帯　40万円

移住世帯 1世帯　60万円

子育て加算
18歳以下の子どもや高等学
校等に在籍する子ども 1人
につき 10万円

1世帯　20万円

市内施工業者加算
市内施工業者が工事を施工
する場合10万円
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ゴミについてのお問い合せ 最終処分場の連絡先（燃やせないゴミ）

小動物の火葬について

廃家電の受け入れ先

鉄クズ・産業廃棄物取扱店

・角館一般廃棄物最終処分場
 （角館町下延明通り77）

・田沢湖一般廃棄物最終処分場
 （田沢湖生保内字八木沢台16-2）

・西木一般廃棄物最終処分場
 （西木町小山田字高野93-3）

☎５５－５４２２
☎４３－１５５０
☎４７－３０９３

☎０１２０－319640（角館町薗田古川37-3）

村上商店 ☎0187-５3－2845
菅原産業 ☎0187-５4－2458
村　　貴

仙北市 環境保全センター

☎0187-５6－3845
○各最終処分場の休業日は、土曜・日曜・祝日・振替休日と12月
　29日から1月3日となります。

○収骨を希望される場合は、当日に収骨可能か電話にてお問い
　合わせください。火葬の日時などの予約は出来ません。

○テレビ・エアコン・冷蔵庫冷凍庫・洗濯機・乾燥機は市で回収
　しません。引き渡しは、小売店か家電リサイクル券センターへ
　お問い合わせください。

○詳しいゴミの出し方や収集運搬許可業者については、市の　
　ホームページからも見ることが出来ます。
http://www.city.semboku.akita.jp/ 市民情報→ゴミ

燃やせるゴミ 燃やせないゴミ 資源ゴミ 粗大ゴミ

落ち葉等

台所ゴミ リサイクルできないガラスびん リサイクルできるガラスびん 空き缶

新聞紙・本類・ダンボール 発泡スチロール

ガラス・瀬戸物類 刃物・金属類

小型電化製品紙くず・紙おむつ等

ゴム・皮等

食べ残し・野菜くず・卵のから
茶がら・コーヒーから・食品の
包装類・ラップ類・トレイ類・
洗剤容器
・生ゴミは、水をよくきって
  下さい

落ち葉・花・庭の草

カバン・バック類・靴・ベルト
革製品・合成ゴム製品・長くつ
雨かっぱ等

衣類・ちり紙・紙クズ・たばこ
の吸い殻・紙おむつ等
紙おむつは、汚物を取り除い
てください。
【長さ30cm以内・厚さ13cm以内】

化
粧
水

劇
薬

農
薬

・燃やせないゴミ袋に入る
　ガラスびん。
・薬瓶（口に入れるもの以外）
・化粧品のびん・ほ乳びん
・コップ
・灰皿・皿ガラス・油びん

飲食物のびん
ジュース・ドリンク剤
一升びん・ビールびん・焼酎びん等

・束ねてひもで縛ってください。ジュース・焼酎・醤油、その他
飲料用ペットボトル。
・ペットボトルをつぶす際は、下
の図の様につぶしてください

【幅1.2m・厚さ0.8m
　　　　長さ1.8m以内の物】

小枝の束
【長さ30cm以内・太さ10cm以内】

茶碗・湯飲み・きゅうす等
鏡・板ガラス・耐熱ガラス
蛍光灯・電球
カミソリ・釘・針

家電リサイクル等対象品目以外の
小型家電製品

やかん・鍋・フライパン
包丁・ナイフ・はさみ
傘（金属部分のみ）

※キャップは外して下さい。

爆発の危険が
ありますので、
必ず使い切って
から、穴をあけ
て下さい。

＋

●新聞紙類
新聞紙・折り込み広告
コピー用紙など

●スプレー類

●本類
雑誌（背糊づけ）
週刊誌（ホチキス止め）
包装紙・封筒類など

●ダンボール類
ダンボール・菓子類の紙箱
ティッシュの紙箱
容器類の紙箱など

木製のタンス・机・いず・ベット
毛布・マットレス（スプリングの
はいっていないもの）・布団
障子・じゅうたん・ドア・ふすま等

木・枝等

スチール製の机・イス・ロッカー
自転車・スキー・スノーダンプ
トタン・ストーブ（灯油を抜く）

カレンダーに従い集積所に出してください。

収集日の午前８時まで

☎54－330５

玩具、家庭用家電品などの梱包
に使用された物など
・建材のスタイロフォーム等は産
業廃棄物扱いになりますので、市
では収集いたしません。

・ジュース・ビール等の飲料用の空き缶
・缶づめ・せんべい・のり・ミルク缶等
・異物の入った空き缶は入れないでく
　ださい。
・中身をすべて出し、軽くすすいでくだ
　さい。

単1～単5のアルカリ・マンガ
ン乾電池・ボタン電池
・出せない電池。
リチューム電池・リチュームイ
オン電池・ニッケル水素電池
(販売店にご相談ください)。

乾電池

ペットボトル

・資源ゴミ袋に入れるガ
  ラスびん
・飲み物や食べ物が入っ
  ていたびん
・ふたを外して、水ですす
  いでください。

利用時間  
午前8:30～
午後4:30まで

○環境保全センターの休業日は、土曜・日曜と12月29日から
　1月3日となります。
○年末年始の収集について変更がある場合は、「広報せんぼく」
　でお知らせします。
○利用料金　家庭系ごみ ５０ｋｇあたり １０８円 ・事業系ゴミ
　　　５０ｋｇあたり２１６円  ・小動物 １匹 ４,３２０円

もえるゴミ用
集落名
町内名 氏名

仙北市認定　第０１号

ゴミの分別と減量に
　　　　　ご協力ください

もえないゴミ用
集落名
町内名 氏名

仙北市認定　第０２号

ゴミの分別と減量に
ご協力ください

資源ゴミ用
集落名
町内名 氏名

仙北市認定　第０２号

ゴミの分別と減量に
ご協力ください

可 燃

可 燃

可 燃

可 燃

可 燃

可 燃

可 燃

発スチ
乾電池

可 燃

可 燃

缶

缶

び ん
不 燃

ペット
ボトル

本

ダン
ボール

新 聞

可 燃

可 燃

可 燃

可 燃

可 燃

可 燃 発スチ
乾電池

可 燃

可 燃

缶

缶

び ん
不 燃

ペット
ボトル

本

ダン
ボール

新 聞可 燃

可 燃

可 燃

可 燃

可 燃

可 燃

可 燃

可 燃

可 燃

缶

缶

び ん
不 燃

ペット
ボトル

本

ダン
ボール

新 聞可 燃

可 燃

可 燃

可 燃

可 燃

可 燃

可 燃

可 燃

可 燃

缶

缶

び ん
不 燃

ペット
ボトル

本

ダン
ボール

新 聞

可 燃

可 燃

可 燃

可 燃

可 燃

可 燃

可 燃

可 燃

缶

缶

び ん
不 燃

ペット
ボトル

本

ダン
ボール

新 聞 可 燃

可 燃

可 燃

可 燃

可 燃

可 燃

可 燃

可 燃

缶

缶 び ん
不 燃

ペット
ボトル

本

ダン
ボール

新 聞

可 燃

可 燃

可 燃

可 燃

可 燃

可 燃

可 燃

可 燃 可 燃

缶

缶 び ん
不 燃

ペット
ボトル

本

ダン
ボール

新 聞

可 燃

可 燃

可 燃

可 燃

可 燃

可 燃

可 燃

可 燃

缶

缶 び ん
不 燃

ペット
ボトル

本

ダン
ボール

新 聞

可 燃

可 燃

可 燃

可 燃

可 燃

可 燃

可 燃

可 燃

可 燃

缶

缶

び ん
不 燃

ペット
ボトル

本

ダン
ボール

新 聞可 燃

可 燃

可 燃

可 燃

可 燃

可 燃

可 燃

可 燃

可 燃

缶

缶

び ん
不 燃

ペット
ボトル

本

ダン
ボール

新 聞

可 燃

可 燃

可 燃

可 燃

可 燃

可 燃

可 燃

可 燃

缶

缶 び ん
不 燃

ペット
ボトル

本

ダン
ボール

新 聞

可 燃

可 燃可 燃

可 燃

可 燃

可 燃

可 燃

可 燃

可 燃

缶

缶 び ん
不 燃

ペット
ボトル

本

ダン
ボール

新 聞

角 館 地 域
第１・第３・第４
グループ

角 館 地 域
第１・第３・第４
グループ

市で回収するもの

粗大ゴミ収集日
第１グループ 第３グループ 第４グループ

◎ゴミの野焼きや基準に満たない焼却炉での焼却・ゴミの不法投棄は環境へ悪影響を及ぼすことから絶対にやめましょう。

細越町・谷地町・山根町・旭会・表町・裏町・川原町・下中町・七日町・小館・歩行町・小人町

東勝楽丁・横町東・栄丁・中町・西勝楽町・大横丁・下屋敷・女学校通り・田町・駅通り・あたりや通り・駅前・駅前南

竹原町・菅沢・下竹原町・緑ケ丘・外の山通り・小勝田・あさひが丘・外の山住宅・裁判所通り・東小学校通り

西長野・八割・下延

雲然(碇･田頭)

下川原・金山下・大中嶋

白岩・薗田・広久内

4月14日（木）・9月15日（木） 6月13日(月）
11月14日(月）

6月  9日(木）
11月10日(木）

◎ ゴミを出す際には、指定のゴミ袋に入れ、町内名・集落名と名前を記載してください。また、粗大ゴミにも必ず名前を記載してください。
◎ 事業所や商店から出たゴミは、集積所へ出すことは出来ません。直接持ち込むか、市が許可をしている収集運搬業者へ依頼してください。

※発スチは発泡スチロール

※発スチは発泡スチロール

家庭ゴミ収集カレンダー仙北市
平成28年度版（H28年４月１日～H29年3月31日まで）

●
利
用
施
設
／
社
会
福
祉
法
人
県
南
ふ
く

し
会 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
清
流
苑
内

　（
西
木
町
桧
木
内
字
松
葉
２
３
２
）

●
利
用
の
申
請
／
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
申
請
書
等
を
９
月
15
日
㈭
ま
で
長

寿
支
援
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
請
書
等
は
長
寿
支
援
課
と
各
地
域
セ

ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。

●
そ
の
他
／
日
常
生
活
に
支
援
が
必
要
な

方
は
事
前
に
長
寿
支
援
課
へ
、
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
／
長
寿
支
援
課
長
寿
い
き
が
い
係

　（
西
木
庁
舎
）
☎
（
43
）２
２
８
１

●
実
施
内
容
／
身
体
障
害
者
手
帳
の
診

断
・
補
聴
器
の
医
学
的
判
定
、
医
療
相
談

※
補
装
具
の
申
請
手
続
き
を
す
る
場
合
は
、
身

体
障
害
者
手
帳
、
印
鑑
、
個
人
番
号
カ
ー
ド

ま
た
は
通
知
カ
ー
ド
（
本
人
確
認
書
類
と
し

て
運
転
免
許
証
等
が
必
要
）
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

●
問
合
せ
／
社
会
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

　（
西
木
庁
舎
）
☎
（
43
）２
２
８
８

９
●
日
時
／

９
月

７
日
㈬   

 

▼

受
付 

９
時
30
分
～
11
時
30
分

 

▼

診
察 

10
時
～
12
時

●
場
所
／
大
仙
市
大
曲
中
央
公
民
館

　（
大
仙
市
大
曲
日
の
出
町
２
丁
目
６-

50
）

月
の
巡
回
相
談（
聴
覚
）

を
実
施
し
ま
す

秋
田
県
福
祉
相
談
セ
ン
タ
ー

固
定
資
産
税
評
価
替
え
に
伴
う

「
現
地
調
査
」
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
平
成
30
年
度
固
定
資
産
税
評
価
替
え
に

伴
い
、
土
地
の
現
況
等
を
把
握
す
る
た
め
、

市
内
の
現
地
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

●
調
査
の
内
容
／
街
路
状
況
の
把
握
に
伴

う
道
路
状
況
（
私
道
を
含
む
）
や
周
辺

状
況
の
現
地
調
査
、
土
地
の
利
用
状
況

の
把
握
に
伴
う
現
地
調
査

※
市
か
ら
委
託
を
受
け
た
調
査
員
が
調
査
記
録

作
成
の
た
め
、
写
真
撮
影
等
を
行
い
ま
す
。

●
調
査
委
託
会
社
／
ジ
ェ
イ
．
ビ
イ
．
ブ

ラ
イ
ア
ン
株
式
会
社
（
秋
田
市
）

※
調
査
員
は
、
仙
北
市
発
行
の
身
分
証
明
証
を

携
帯
し
て
い
ま
す
。

●
調
査
期
間
／
８
月
中
旬
～
平
成
29
年
3

月
下
旬

●
問
合
せ
／
税
務
課
固
定
資
産
税
係

　（
田
沢
湖
庁
舎
）
☎
（
43
）１
１
１
７

▼総務課　☎ 43-1111

▼田沢湖地域センター（サポートセンター）　☎ 43-1147

ホームページ　http://www.city.semboku.akita.jp/

ｆａｃｅｂｏｏｋ　https://www.facebook.com/sembokucity

▼角館地域センター（サポートセンター）　☎ 43-3309

▼西木地域センター（サポートセンター）　☎ 43-2200

▼桧木内出張所（サポートセンター）　 ☎ 48-2001

▼上桧木内出張所（サポートセンター）　☎ 49-2159

▼田沢出張所（サポートセンター）　☎ 43-1351

▼神代出張所（サポートセンター）　☎ 43-1352

市 information
役所からのお知らせ
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有
財
産
を

公
売
し
ま
す

　
次
の
物
件
に
つ
い
て
、
条
件
付
き
一
般

競
争
入
札
に
よ
る
公
売
を
行
い
ま
す
。

仙企第１号　車両
（自家用バス ：旧市民・路線バス） 市

●
公
売
物
件
／
日
野
リ
エ
ッ
セ
平
成
14
年
式

（
Ｋ
Ｋ-

Ｒ
Ｘ
４
Ｊ
Ｆ
Ｅ
Ａ
）
乗
合
バ
ス（
29
人
）

※
車
検
切
れ
、故
障
に
よ
る
修
繕
が
必
要
で
す
。

●
最
低
落
札
価
格
／
５
万
円
（
税
抜
き
）

※
入
札
保
証
金
・
契
約
保
証
金
免
除

●
物
件
公
開
日
時
／

　
８
月
16
日
㈫
～
29
日
㈪ 

９
時
～
16
時

（
土
日
を
除
く
）

●
物
件
公
開
場
所
／
仙
北
市
役
所
田
沢
湖

庁
舎
車
庫

※
公
開
場
所
に
担
当
者
は
お
り
ま
せ
ん
の
で
企

画
政
策
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
入
札
方
法
／
最
低
落
札
価
格
（
予
定
価

格
）
以
上
の
金
額
で
、
最
高
価
格
を
入

札
し
た
方
と
売
買
契
約
を
締
結
し
ま
す
。

防
災
出
前
講
座
を

実
施
し
て
い
ま
す

　
市
で
は
全
国
各
地
で
発
生
し
て
い
る
最

近
の
災
害
を
分
析
し
て
課
題
や
対
策
を
検

討
、
市
の
地
域
防
災
計
画
の
修
正
や
防
災

訓
練
の
実
施
内
容
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

　
併
せ
て
市
民
の
方
の
防
災
意
識
の
啓
発

や
各
地
区
で
自
主
防
災
組
織
な
ど
が
実
施

す
る
防
災
訓
練
に
役
立
て
れ
ば
と
、
防
災

の
出
前
講
座
（
座
学
・
実
習
）
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
希
望
さ
れ
る
方
は
、
総
合
防
災
課
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
実
施
日
程
や
時
間
帯
は
、
平
日
に
か
か

わ
ら
ず
土
・
日
曜
日
や
夜
間
の
時
間
帯
で

も
個
別
調
整
に
応
じ
ま
す
。

●
問
合
せ
／
総
合
防
災
課
（
田
沢
湖
庁
舎
）

　
☎
（
43
）１
１
１
５

※
最
高
価
格
同
額
が
２
人
以
上
の
場
合
は
く
じ

引
き
で
決
定
。

●
入
札
参
加
資
格
／

 

▼

個
人
：
仙
北
市
に
住
民
基
本
台
帳
登
録

さ
れ
て
い
る
方

 

▼

法
人
：
仙
北
市
の
入
札
参
加
資
格
者
名

簿
に
登
録
を
有
す
る
法
人

●
入
札
申
込
み
／
８
月
16
日
㈫
か
ら
29

日
㈪
ま
で
企
画
政
策
課
に
必
要
書
類

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
土
日
を
除

く
、
８
時
30
分
～
17
時
。
郵
送
不
可
）

※
入
札
に
必
要
な
書
類
等
は
、
企
画
政
策
課

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
入
札
日
時
・
場
所
／
８
月
31
日
㈬ 

10
時

　
市
役
所
田
沢
湖
庁
舎
３
階 

第
１
会
議
室

屋
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　
新
（
増
）
築
し
た
建
物
に
つ
い
て
、
税

務
課
に
よ
る
「
家
屋
調
査
（
訪
問
調
査
）」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
固
定
資
産

税
課
税
の
基
礎
と
な
る
課
税
標
準
額
算
定

の
た
め
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　
平
成
28
年
１
月
２
日
以
降
に
建
物
を
新

（
増
）
築
さ
れ
た
方
や
、
平
成
28
年
１
月

１
日
以
前
に
建
設
し
た
建
物
で
ま
だ
調
査

を
受
け
て
い
な
い
家
屋
を
所
有
さ
れ
て
い

る
方
は
、
税
務
課
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。

家

●
家
屋
調
査
時
に
必
要
な
も
の
／
間
取
り

図
（
建
築
確
認
申
請
に
添
付
し
た
平
面

図
な
ど
）

※
調
査
は
、
一
般
的
な
家
屋
の
場
合
で
１
時
間

程
度
で
す
。

●
建
物
を
取
り
壊
し
さ
れ
た
方
／
早
め
に

税
務
課
、
各
地
域
セ
ン
タ
ー
・
出
張
所

窓
口
へ
「
建
物
滅
失
届
」
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※
用
紙
等
は
各
窓
口
の
ほ
か
、
仙
北
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●
未
調
査
家
屋
等
に
つ
い
て
／
建
物
に
貼

ら
れ
て
い
る
家
屋
調
査
済
証
の
シ
ー
ル

が
確
認
で
き
な
い
場
合
は
お
伺
い
し
て

事
情
を
お
聞
き
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
結
果
、
未
調

査
家
屋
の
場
合
は

改
め
て
調
査
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

●
家
屋
調
査
日
程
／
７
月
か
ら
11
月
の
期

間
中
、
土･

日･

祝
日
を
除
く
９
時
か
ら

16
時
の
時
間
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

※
受
付
期
間
は
あ
く
ま
で
目
安
で
す
。
前
記
以

外
の
期
間
で
ご
都
合
が
よ
ろ
し
い
日
時
が

あ
り
ま
し
た
ら
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
／
税
務
課
固
定
資
産
税
係

　（
田
沢
湖
庁
舎
）
☎
（
43
）１
１
１
７

※
入
札
時
間
に
遅
れ
た
場
合
は
辞
退
し
た
も
の

と
み
な
し
ま
す
。

●
契
約
締
結
と
代
金
の
納
入
／
落
札
者

は
、
契
約
締
結
後
７
日
以
内
に
落
札
代

金
を
納
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
問
合
せ
／
企
画
政
策
課
企
画
政
策
係

　（
田
沢
湖
庁
舎
）
☎
（
43
）１
１
１
２

information市 役所からのお知らせ ▼角館地域センター（サポートセンター）　☎ 43-3309

▼西木地域センター（サポートセンター）　☎ 43-2200

▼総務課　☎ 43-1111

▼田沢湖地域センター（サポートセンター）　☎ 43-1147

国民年金は、年をとったときやいざとい

うときの生活を、現役世代みんなで支え

ようという考えで作られた仕組みです。

具体的には、若いときに公的年金に加入

し保険料を納め続けることで、年をとっ

たときや、病気やケガで障が

いが残ったとき、家族の働

き手が亡くなったとき

に、年金を受け取ること

ができる制度です。

将来の大きな支えになります
　国民年金は 20歳から 60歳までの人が加入し、保険

料を納める制度です。国が責任をもって運営するため、

安定していますし、年金の給付は生涯にわたって保障

されます。

老後のためだけのものではありません
　国民年金には、年をとったときの老齢年金のほか障

害年金や遺族年金もあります。障害年金は、病気や事

故で障がいが残ったときに受け取れます。また遺族年

金は、加入者が死亡した場合、その加入者により生計

を維持されていた遺族（「子のある配偶者」や「子」）が

受け取れます。

「学生納付特例制度」
　学生の方は一般的に所得が少ないため、ご本人の所得が一

定額以下の場合、国民年金保険料の納付が猶予される制度で

す。対象となる学生は、学校教育法に規定する大学（大学院）、

短期大学、高等学校、高等専門学校、専修学校や各種学校（修

業年限1年以上である課程）、一部の海外大学の日本分校に

在学する方です。

国民年金のポイント 「学生納付特例制度」とは

20歳になったら

国民年金

新成人の皆さんへ

問合せ

▲

仙北市市民生活課国保年金係 ☎43-3316

▲

大曲年金事務所 ☎0187-63-2296

年金相談にお越しの際は、年金手帳（基礎年金番号通知

書）、年金証書、振込通知書などの他、相談者本人であ

ることを確認できるものをご持参のうえ、予約時間まで

にお越しいただき総合相談窓口にお申し出ください。

※代理の方がご相談に来られる際には、委任状が必要となります。

※ご都合により来所できない場合は、事前にご連絡をお願いします。

　年金相談のご予約は、相談希望日１か月前からお

電話または年金相談窓口でお受けしています。

　ご予約を受け付ける際には、相談者や配偶者氏名、

基礎年金番号、電話番号、相談内容等について確認

させていただきます。

大曲年金事務所では、予約制による年金相談を実施しています。ぜひご利用ください。

平日 8:30 ～ 16:00
※予約状況により、ご希望の

日時を調整させていただく

場合がありますので、あら

かじめご了承願います。

予約申込方法

予約時間帯

予約申込電話番号

大曲年金事務所 ☎0187-63-2296
自動音声案内「9番」の後に「5番」を押してください。

※電話の受付時間は 8:30 から 17:00 までです（平日のみ）。

予約制による年金相談のご案内

8Semboku  City  Public  Relations9 広報せんぼく



生涯学習課　 ☎43-3383
田沢湖公民館 ☎43-1061
角館公民館　 ☎54-1110
西木公民館　 ☎47-3100

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

生
涯
学
習

学
び
・
ふ
れ
あ
い
・
心
豊
か
に

広報せんぼく平成 28 年（2016） 8 月 16 日号　　学び・ふれあい・心豊かに  生涯学習

　
自
分
の
書
く
文
字
の
長
所
・
短
所
を

認
識
し
、
自
分
の
字
に
自
信
を
持
て
る

よ
う
に
な
る
た
め
に
、
基
本
的
な
鉛
筆

書
き
か
ら
始
め
、
筆
ペ
ン
を
使
っ
て
美

し
い
字
が
書
け
る
よ
う
練
習
し
ま
す
。

　
年
賀
状
や
の
し
袋
な
ど
自
分
の
名
前

や
字
を
書
く
機
会
は
意
外
と
多
い
も
の

で
す
。
手
書
き
の
文
字
の
美
し
さ
や
あ

た
た
か
さ
を
表
現
で
き
る
よ
う
、
ま
ず

は
自
分
の
名
前
か
ら
美
し
く
書
く
練
習

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●

日
時
／
９
月
２
日
～
11
月
４
日
の
毎

週
金
曜
日
（
計
10
回
）
10
時
～
12
時

●

場
所
／
田
沢
湖
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー

●

講
師
／
鈴
木
佐
岐
子
氏

●

受
講
料
／
５
４
０
円
（
筆
ペ
ン
代
）

●

募
集
定
員
／
12
人
（
先
着
順
締
切
）

●

申
込
期
間
／
８
月
17
日
㈬
～
30
日
㈫

　
少
子
高
齢
化
社
会
の
中
で
、
人
の
手

を
借
り
る
こ
と
な
く
最
期
ま
で
健
康
長

寿
で
い
る
こ
と
を
願
い
、
健
康
づ
く
り

体
操
を
毎
週
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の

体
操
の
は
じ
ま
り
は
大
正
末
か
ら
と
古

く
、
東
洋
医
学
を
基
に
丹
田
呼
吸
で
気

血
の
流
れ
を
よ
く
し
、
悪
い
体
型
・
体

質
を
変
え
、
健
康
長
寿
を
目
指
す
養
生

術
体
操
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

仙北市民を対象とした次の公民館講座の受講者を募集し

ます。受講を希望される方は申込期間の平日８時30分

から 17時まで最寄りの公民館へお申し込みください。

仙
北
市
健
康
づ
く
り
気
功
養
生
術
体
操
会

　
７
月
26
日
、
西
木
公
民
館
生
活
講
座
「
な

ご
や
か
写
真
ク
ラ
ブ
」
の
指
導
に
あ
た
っ

て
い
る
高
橋
覚
氏
（
あ
お
ば
写
真
）
を
講
師

に
迎
え
、
田
沢
湖
畔
・
田
沢
湖
高
原
・
乳
頭

の
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
巡
る
写
真
撮
影
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
講
師
か
ら「
構
図
を
決
め
て
か
ら
シ
ャ
ッ

タ
ー
を
切
る
と
い
い
で
す
よ
」
な
ど
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
受
け
、
皆
さ
ん
真
剣
な
表
情

で
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
を
覗
い
て
い
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
紅
葉
の
季
節
に
も
開
催

し
て
ほ
し
い
」
と
の
声
も
聞
か
れ
、
有
意

義
な
撮
影
会
と
な
り
ま
し
た
。

市内で活動するサークルを紹介します。参加してみたい、活動に

興味がある方は角館公民館までお問い合わせください。

活動日時：毎週火曜日 9時30分～ 11時30分

活動場所：角館武道館　　　 　会員数：62人

写真撮影会生涯学習

活動紹介

生涯学習サークル紹介

　
会
員
は
50
歳
代
か
ら
90
歳
代
ま
で
の

62
人
で
高
齢
者
に
も
や
さ
し
い
体
操
で

す
。
特
に
生
活
習
慣
病
・
腰
痛
・
肩
痛
・

膝
痛
の
改
善
に
向
け
て
、
関
節
や
筋
肉

を
気
持
ち
よ
く
伸
ば
し
て
行
い
ま
す
。

ま
た
、
年
２
回
、
外
部
か
ら
講
師
を
招

き
「
心
の
健
康
」
に
つ
い
て
の
学
習
も
実

施
し
ま
す
。

　
健
康
づ
く
り
に
は
近
道
は
あ
り
ま
せ

ん
。
健
康
長
寿
を
望
む
方
、
ま
ず
は
参

加
し
て
み
ん
な
と
楽
し
く
続
け
て
み
ま

せ
ん
か
。
お
持
ち
し
て
い
ま
す
。

公民館講座

受講者募集

13:00～15:00

※受診地域は「日程表」をご確認ください。指定日に都合がつ

かない場合は、他の健診日でも受けられます。

※健診対象に該当する世帯の方には、5月にピンク色の封筒
に入れて「健（検）診のおしらせ」「日程表」「受診券」を配布

していますのでご確認ください。

※転入等で配布されていない方は、保健課、各地域センター、

各出張所に日程表がありますのでご利用ください。市のホー

ムページでもご確認いただけます。

※9月7日以降の健診については、次号以降に随時お知らせ
します。

【特定健診、後期高齢者健診、一般健診、大腸がん検診、

肺がん検診、前立腺がん検診、肝炎ウイルス検診】

健康保険証、受診券

受付時間

持ち物

健（検）診会場 日程

角館交流センター 8月17日㈬ ～19日㈮

神代市民体育館 8月22日㈪ ～26日㈮

田沢交流センター 8月29日㈪

生保内市民体育館
8月30日㈫ ～9月2日㈮

9月5日㈪ ～7日㈬
問合せ／仙北市保健課  ☎55-1112

　特定健診は、生活習慣病の芽を見つける健診です。毎年、

続けて受けることで、生活習慣病の

芽を早く見つけて摘み取ることが

できます。年に一度、健診を受け

て健康管理をしましょう！

今年の健診、受けましたか？

①市の検診を受診する
　詳しくは、「各種健 ( 検 ) 診のお知らせ」、「子宮頸

がん検診統一受診券」をご確認ください。

②自分で受診する
　気になる症状等があれば早めに受診しましょう。

③自己検診する（乳がん）
　乳がんは 0.5～1.0cm くらいになるとしこりが
自分で触って分かる場合があります。自分で発

見できるがんの一つなので、月に 1度は自分で
自己チェックを行いましょう。

早期発見・早期治療のためにできること【子宮頸がん】
　以前は発症のピークが40～50歳代でしたが、
年々、若年化が進み、最近では20～30歳代の若
い女性に増え、30歳代後半が最もかかりやすい
と言われています。

　早期には自覚症状がほとんどなく、進行するに

伴い「月経以外の出血」「下腹部の痛み」等の症状

が現れます。

【乳がん】
　女性がかかるがんの第1位であり、約12人に1
人がかかると言われています。30歳代から増加
し、40～50歳代が最もかかりやすくなっています。
　「乳房のしこり」や「乳房のえくぼなどの皮膚の

変化」、「乳頭からの分泌物や出血」等の症状があ

りますが、初期は自覚症状がほとんどありません。

女性特有のがん「子宮頸がん、乳がん」

増えてきています！

「けんこう仙北２１計画」から　健康管理を高める 問合せ　仙北市保健課 ☎55-1112

健康ワンポイ
ント 「私だけは大丈夫！」なんて思っていませんか？

～ 仙北市の検診の状況 ～

子宮頸がん検診、乳がん検診ともに受診率が 10％

前後ととても低い状況です。実際に検診を受診さ

れて「がん」や「その他の病気」が見つかった方も

いらっしゃいます。
※検診の結果「要精密検査」となった場合には、必ず

医療機関を受診しましょう。

問合せ／仙北市保健課  ☎55-1112

9月1日（木）

献血日程

10:00～11:30　（株）成立田沢湖工場

12:10～13:20　日東光器（株）田沢湖工場

14:50～16:00　（株）田沢モータース

全血400mL

献血に
ご協力ください

保
健
・
健
康
の
掲
示
板

B
ulletin board

ほ
け
ん
・
け
ん
こ
う
の
け
い
じ
ば
ん
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平成 27 年度春、介護保険法改正において、「地域包括ケア

システムの構築」に向けた重要施策の一つに、生活支援体

制整備事業があります。

仙北市では、住み慣れた地域で安心して暮らせるま

ちづくりに向けて動き始めます。あなたの一歩が

住みよいまちづくりにつながります。

このフォーラムを通して、みなさん

で一緒に考えましょう！

みんなで支え合う

まちづくりフォーラム

【主催】 仙北市　【共催】公益財団法人さわやか福祉財団・公益財団法人秋田県長寿社会振興財団（LL 財団）

8月25日㈭ までに仙北市包括支援センターにお電話または FAX にてお申し込みください。

　仙北市包括支援センター　☎ 43-2283　FAX 52-5007

※内容は一部変更になる場合があります。

申込・問合せ

市民フォーラム

西木温泉ふれあいプラザ クリオン 多目的ホール

9月1日 13:30～16:30（受付 13:00～）木

ど
な

た
でも参加でき

ま
す
！参加費

無 料
定員150人

講師紹介

堀
ほ っ た

田 力
つとむ

 氏
現 公益財団法人さわやか福祉財

団会長・弁護士。新地域支援構

想会議発起人として国や市町村

へ提言するなど全国各地で強力

に絆のある地域づくりを推進中。

地域の支え合いで安心して暮らせるまちづくり

堀田力氏　公益財団法人さわやか福祉財団会長 

堀田力氏　公益財団法人さわやか福祉財団会長 

私たちはこんな助け合い活動をしています

コーディネーター

パネリスト 竹下正勝氏　NPO法人地域支援隊えがったなぁ代表理事

鈴木勝一氏　武蔵野下5町内会・東風の会代表

佐藤信子氏　NPO法人北秋田ハッピーデリバリー理事長

基調講演

パネルディスカッション

　
か
く
の
だ
て
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

の
平
成
28
年
度
総
会
が
７
月
25
日
に
開
催

さ
れ
、
す
べ
て
の
案
件
が
可
決
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　
今
年
度
の
活
動
は
既
に
始
ま
っ
て
お
り

ま
す
が
、
問
い
合
わ
せ
、
撮
影
の
件
数
も

昨
年
を
上
回
っ
て
お
り
、
幸
先
の
良
い
一

年
に
な
り
そ
う
で
す
。

　
今
年
の
総
会
で
は
、
任
期
満
了
に
よ
る

役
員
改
選
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
長
　
坂

本
洋
「（
有
）
イ
ン
フ
ォ
テ
ッ
ク
」、
副
会

長
　
佐
藤
貢
一
郎
「（
一
社
）
田
沢
湖
観
光

協
会
」、
石
橋
正
則
「（
一
社
）
角
館
町
観

光
協
会
」
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
の

2
年
間
、
が
ん
ば
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
全
国
的
に
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の

事
務
局
は
、
行
政
、
観
光
団
体
、
商
工
団

体
に
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
事

務
局
担
当
者
が
業
務
に
慣
れ
た
頃
に
異
動

かくのだてフィルムコミッション

（仙北市観光課内）  ☎ 43-3352
http://kakunodate-fc.jp/

かくのだてフィルムコミッション

ロケーションだより
Kakunodate Film Commission

に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
か
く
の
だ

て
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
も

同
様
で
あ
り
ま
す
が
、
担
当
者
の
交
代
に

よ
っ
て
業
務
が
滞
ら
な
い
よ
う
、
引
き
継

ぎ
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
よ
う
に
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
体
制
を
整
え
て
行
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
最
後
に
、全
国
組
織
で
あ
る
ジ
ャ
パ
ン
・

フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
監
事
に
か
く

の
だ
て
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
会
長 

坂
本
洋
が
就
任
し
た
こ
と
も
ご
報
告
い
た

し
ま
す
。

　
今
年
度
も
、
地
域
の
皆
さ
ま
と
と
も
に

進
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　（
会
長
　
坂
本  

洋
）かくのだて FC 総会風景

　

少
し
前
、
テ
レ
ビ
東
京
が
制
作
す
る
「
カ
ン

ブ
リ
ア
宮
殿
」
の
現
地
取
材
が
あ
っ
た
。
わ
ら

び
座
の
小
島
克
昭
会
長
が
主
人
公
で
登
場
す
る

（
県
内
は
８
月
27
日
Ａ
Ｂ
Ｓ
秋
田
放
送
で
正
午
か

ら
１
時
間
）。
こ
れ
に
同
席
し
幾
つ
か
の
こ
と

に
気
が
つ
い
た
。
品
の
な
い
言
い
方
か
も
知
れ

な
い
が
、「
文
化
は
産
業
（
金
）
に
な
る
」
こ
と
、

さ
ら
に
国
際
経
済
が
、
文
化
を
核
と
し
た
社
会

へ
変
質
し
よ
う
と
し
て
い
る
予
感
…
な
ど
だ
。

　

わ
ら
び
座
の
取
り
組
み
は
、
ま
さ
に
文
化

の
見
え
る
化
と
感
動
の
事
業
化
で
は
な
い
か
。

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
な
ど
で
多
く
の
観
光
客
を
集

め
、
一
方
で
は
市
民
の
働
き
場
所
と
し
て
、
ま

た
地
元
生
産
物
の
消
費
の
場
と
し
て
、
確
か
な

経
済
循
環
を
生
み
出
し
て
い
る
。

　

少
し
話
は
飛
躍
す
る
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
国
民

投
票
は
な
ぜ
実
施
さ
れ
た
か
、
私
は
そ
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
根
本
が
理
解
で
き
な
い
で
い
た
。
イ

ギ
リ
ス
は
18
世
紀
に
産
業
革
命
が
起
こ
っ
た
国

だ
。
そ
の
国
民
が
Ｅ
Ｕ
離
脱
を
判
断
し
た
の
だ
。

こ
こ
か
ら
は
私
の
推
測
だ
が
、
国
民
は
「
経
済

主
義
か
ら
文
化
主
義
」
へ
舵
を
切
ろ
う
と
し
た

の
で
は
な
い
か
。
一
人
勝
ち
し
て
い
る
ド
イ
ツ

は
第
２
次
世
界
大
戦
で
敗
戦
国
だ
が
、
戦
勝
国

の
イ
ギ
リ
ス
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
圏
の
経
済
至
上

主
義
に
傷
つ
き
続
け
て
い
る
。
こ
れ
に
耐
え
ら

れ
ず
、
大
英
帝
国
の
プ
ラ
イ
ド
と
文
化
の
回
帰

を
求
め
た
の
で
は
な
い
か
。
さ
ら
に
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
の
独
立
運
動
だ
。
こ
れ
は
文
化
的
相
違
を

軽
視
し
、
と
に
も
か
く
に
も
経
済
的
一
体
感
を

優
先
し
た
イ
ギ
リ
ス
国
家
の
歩
み
を
、
自
ら
が

顧
み
た
行
為
で
は
な
い
か
。

　

さ
て
仙
北
市
は
ど
う
か
。
例
え
ば
先
ご
ろ
台

湾
で
開
催
さ
れ
た
第
２
回
日
本
展
で
は
、
角
館

の
お
や
ま
囃
子
の
高
評
価
で
、
秋
田
県
が
ベ
ス

ト
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
賞
に
輝
い
た
こ
と
、
例
え

ば
全
国
32
か
所
の
国
立
公
園
中
、
十
和
田
八
幡

平
国
立
公
園
が
モ
デ
ル
公
園
８
公
園
の
一
つ
に

指
定
さ
れ
、
秋
田
駒
ヶ
岳
な
ど
で
外
国
人
旅
行

者
に
も
魅
力
の
高
い
公
園
づ
く
り
が
始
ま
る
こ

と
、
例
え
ば
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
次
官
級
会
議
が
仙
北

市
を
視
察
先
に
選
ん
だ
こ
と
（
ウ
ワ
サ
だ
が
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
子
ど
も
が
以
前
に
農
家
民
宿

へ
滞
在
し
、
そ
の
素
晴
ら
し
さ
を
閣
僚
の
親
に

伝
え
た
…
）、
例
え
ば
市
が
提
案
し
た
企
業
版

ふ
る
さ
と
納
税
事
業
（
サ
ク
ラ
の
保
全
や
国
際

交
流
）
が
、
内
閣
府
で
第
１
弾
承
認
と
な
っ
た

こ
と
。
こ
れ
ら
は
固
有
の
文
化
か
ら
派
生
し
た

現
象
と
言
え
な
い
か
。
既
に
文
化
が
経
済
を
生

み
出
す
時
代
が
訪
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

仙
北
市
長
　
門
脇
　
光
浩

『
文
化
主
義
へ
の
予
感
』
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OSHIRASE NAVI

無料法律相談
　市では、法律問題でお困りの方が、お気

軽に法律の専門家（＝弁護士）に相談でき

るよう、秋田弁護士会のご協力をいただき、

次のとおり無料法律相談を開催します。

【日時】8 月 31 日 水 13:30 ～

【場所】角館交流センター 第 2 研修室

【相談員】久島憲晴弁護士

【相談内容】◎一般法律相談（法律問題全

般のご相談） ◎サラ金・クレジットな

ど多重債務のご相談 ◎中小企業・個人

事業に関するご相談 ◎高齢者・障がい

者に関するご相談 ◎交通事故に関する

ご相談 ◎子どもに関するご相談

【申込方法】総務課総務係に電話で予約し

てください。

【予約受付時間】平日 9:00 ～ 17:00

【相談時間等】1 日先着 5 人。1 人 30 分

以内。（① 13:30 ～ 14:00  ② 14:05

～ 14:35  ③ 14:40 ～ 15:10  ④

15:15 ～ 15:45  ⑤ 15:50 ～ 16:20）

【その他】相談がスムーズに進むよう、あ

らかじめ話の内容をまとめてきてくだ

さい。相談に必要と思われる資料があ

りましたらお持ちください。

【問合せ】仙北市総務課  ☎43-1111

OSHIRASE NAVI相　談

露店・屋台等開設時の
火災予防について
　仙北市では毎年様々なイベント、祭り

が開催されています。こうしたイベント、

祭典、花火大会など、たくさんの人手が

見込まれる催し物の開催中に露店・屋台

を出店される場合、事前の届出や消火器

の設置が必要になります。

【露店等の開設届出書について】露店等を

開設される方は、事前にお近くの消防

署まで「露店等の開設届出書」の 2 部

提出をお願いします。届出用紙は、消

防署に準備しています。また、大曲仙

北広域市町村圏組合ホームページの様

式集からもダウンロードできます。

【消火器の設置について】ガスコンロ、電

気グリル、ホットプレート、発電機、

ストーブなどの火気使用設備を使用す

る露店では消火器の設置が義務づけら

れています。原則 1 店につき 1 個設置

するようお願いします。製造から 10

年以上経過しているもの、腐食・破損

しているもの、水バケツやエアゾール

式簡易消火具などは認められませんの

でご注意ください。

※提出していただいた届出をもとに、催

し物当日に消火器の設置状況等を確認

に伺いますので、ご協力お願いします。

【問合せ】角館消防署 予防班 ☎54-2302

OSHIRASE NAVIお知らせ

田沢湖パークゴルフ場
今シーズンも好評営業中
　市民の皆さんの健康促進、地域の活性

化・交流にご利用お待ちしています。

【薄暮プレー】受付 13:30 ～ 15:00

　（プレーは 16:00 まで）

【料金】1R（18 ホール）プレー代、ク

ラブ一式込み　300 円

【問合せ】NPO 法人田沢湖地域活性化協

議会 高橋 ☎090-5848-0401

OSHIRASE NAVIお知らせ

おしらせナビ
OSHIRASE NAVI

平成２８年度  仙北市障がい者ふれ
あい芸能文化発表会
ステージ発表・展示作品募集
　次の日程で仙北市障がい者ふれあい芸能

文化発表会を開催します。障がいがおあり

の方のステージ発表、展示作品を募集しま

すので、多数のご参加をお待ちしています。

【日時】11 月 5 日 土 10:00 ～ 13:00

【場所】角館交流センター

【募集内容】《ステージ発表》歌、楽器演奏、

踊りなど  《展示作品》絵画、書道、手芸品、

工芸品、俳句、短歌、詩、写真など

【申込締切】10 月 14 日 金

【申込方法】実行委員会事務局の用意する

用紙でお申し込みください。

【問合せ】実行委員会事務局（指定障がい

福祉サービス事業所 愛仙） ☎47-3001

OSHIRASE NAVI募　集

仙北市芸術文化協会
第１１回仙北市芸術文化振興大会

【日時】10 月 18 日 火 9:00 ～

【場所】西木温泉ふれあいプラザ『クリオン』

【参加対象】芸術文化協会会員と仙北市に

在住し大会趣旨に賛同する方

【日程・参加費】大会要項による。大会要

項は田沢湖・角館・西木の各公民館に

ありますので、お問い合わせください。

【短詩型文芸の集い】短歌・俳句・川柳を

募集します。投稿用紙は各公民館にあ

ります。※芸文協会員以外の方は投稿

料 500 円を添えて 8 月 30 日 火 まで

角館公民館にお届けください。

【問合せ】仙北市芸術文化協会 事務局長

　畠山  ☎090-2360-6812

OSHIRASE NAVIイベント

ノースアジア大学観光学科
地域活性化を図る
観光人材育成入試制度：
地域枠推薦入試

【試験日】①11月5日 土  ②12月17日 土

【出願条件】 ▼本学と観光連携協定を結ん

でいる市町村（仙北市ほか 9 市町など）

に在住する高校生・卒業生、同市町村

出身の高校生・卒業生であること ▼市

町村長の推薦書があること ▼評定平均

値 3.2 以上あること

【特典】 ▼海外留学する場合、観光奨学生

として費用の助成および留学年次の授

業料の減免を受けることができます。

▼観光研究室（観光のプロを目指す人

のための特別研究室）に優先的に入室

できます。

【問合せ】ノースアジア大学入試広報課

　☎018-836-1342

OSHIRASE NAVI募　集

秋田県レクリエーション大会 in 仙北市
　毎年、県内持ち回りで行われている秋田県レクリエーション大会が今年は仙北市で開催されます。

　「ねんりんピック秋田 2017 ウォークラリー交流大会」のリハーサル大会と同時に開催

し、全国健康福祉祭の機運醸成に一役買います。子どもから高齢者まで多くの方々がレク

リエーションに親しみ、相互交流の場としてぜひ参加してみませんか？参加

申込は市役所各庁舎・各出張所に備え付けの用紙でお申し込みください。

【日時】9月 11日 日 受付 8:30 ～

【受付場所】角館高校定時制体育館（駒草キャンパス）

【参加費】300 円、小学生以下 100 円

【問合せ】秋田県レクリエーション大会 in 仙北市実行委員会事務局 草彅猛 ☎090-6789-0314

OSHIRASE NAVI募　集

OSHIRASE NAVI募　集

社交ダンス フ
ラ
ダ
ン
ス

囲
碁

スポーツチャンバラ
などなど…

9時～17時（入館は16時30分まで）

（仙北市総合情報センター内）
新潮社記念文学館

11月27日 [日] まで

生誕 100周年記念企画展

富木友治  橡ノ木の話展

【 問合せ】
新潮社記念文学館  ☎43-3333

月曜休館

9月11日 日 

受付 8:30 ～
【
場
所
】

角館高校定時制体育館

（駒草キャンパス）と

角館町内特設コース

【
日
時
】

ねんりんピック秋田２０１７「ウォークラリー交流大会」リハーサル大会

仙北市ウォークラリー大会
　来年開催される「ねんりんピック秋田 2017 ウォークラリー交流大会」のリハーサル大会を

開催します。高齢者の部・一般の部、それぞれ参加者を募集しています。大会参加申込書は市役

所各庁舎・各出張所に備えてありますので、家族・友人等お誘いのうえ、ぜひご参加ください！

【参加料】1 人につき 300 円

【問合せ】ねんりんピック秋田 2017 仙北市実行委員会事務局（仙北市長寿支援課内） ☎43-2281
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8/

１６ 火
●夏休み・家族と青空ヨガ教室（田沢湖レストハウス中庭 14:00 ～ 16:00） 8/1･P16

●第5回「角館の灯籠流し」（角館桜並木駐車場 18:30 ～） 7/16･P15

１７ 水

●えくぼの会（角館交流センター 10:00 ～ 14:00） 8/1･P11

●行政相談所開設日（田沢湖総合開発センター 13:00 ～ 16:00） 8/1･P17

●仙北市社会福祉協議会 心配ごと相談日（田沢湖総合開発センター 13:00 ～

16:00） 8/1･P18

●若返り教室（角館交流センター 10:00 ～ 11:30） 7/1･P19

●第20回戸沢氏祭（詳細は 8 月 1日号折込のチラシをご覧ください）

１８ 木

●すくすく成長記録Day（さくラッコ 10:30 ～ 11:30） 8/1･P13

●行政相談所開設日（角館交流センター 13:00 ～ 16:00） 8/1･P17

●仙北市社会福祉協議会 心配ごと相談日（社会福祉協議会角館支所 13:00 ～

16:00） 8/1･P18

１９ 金
●笑いの会（健康管理センター 10:00 ～ 11:30 頃） 8/1･P11

●夏広場！黄昏BEAT ON！（仙北市民会館 18:00 開演） 8/1･P14

●介護職員初任者研修科講習（角館東地区公民館） 11月17日まで  7/1･P25

２０ 土
●おはなし玉手箱（田沢湖図書館 10:00 ～） 8/1･P9

●第46回生保内節盆踊り大会（市役所田沢湖庁舎前 17:00 開場） 8/1･P15

２１ 日
●古民家再生ビッキ倶楽部ペーパークラフト（田沢湖生保内字相内端63 9:00 ～

12:00） 6/1･P18

２２ 月

●中国語教室【日中コース】（田沢湖総合開発センター 13:30 ～ 15:00） 8/1･P8

●臨床発達心理士が教える心の居場所づくりセミナー（健康管理センター 13:30 ～

15:00） 8/1･P10

●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（西木公民館 10:00 ～ 12:00） 8/1･P18

２３ 火

●中国語教室【夜間コース】（田沢湖総合開発センター 18:30 ～ 20:00） 8/1･P8

●えがおサロン（田沢湖健康増進センター 10:00 ～ 15:00） 8/1･P11

●こころの相談（角館交流センター 14:00 ～ 15:00、15:30 ～ 16:30） 8/1･P11

●家庭的保育者基礎研修（西木総合開発センター） 6/16･P4

２４ 水

●たいそう広場（さくラッコ 10:30 ～ 11:30） 8/1･P13

●古文書を読む会（田沢湖総合開発センター 13:30 ～ 15:30） 8/1･P16

●若返り教室（角館交流センター 10:00 ～ 11:30） 7/1･P19

●山野草の寄せ植え教室（西木公民館 13:30 ～ 15:30） 5/1･P12

２５ 木 ●わくわく広場（さくラッコ 10:30 ～ 11:30） 8/1･P13

２６ 金
● 8月の小さな祈り   語り継ぐものがたり（田沢湖図書館 18:00 開演） 8/1･P9

●行政相談所開設日（市役所桧木内出張所 13:00 ～ 16:00） 8/1･P17

２７ 土

２８ 日
●古民家再生ビッキ倶楽部ペーパークラフト（田沢湖生保内字相内端63 9:00 ～

12:00） 6/1･P18

２９ 月 ●中国語教室【日中コース】（田沢湖総合開発センター 13:30 ～ 15:00） 8/1･P8

３０ 火
●中国語教室【夜間コース】（田沢湖総合開発センター 18:30 ～ 20:00） 8/1･P8

●押し絵・手まり作り教室（西木公民館 9:00 ～ 12:00） 8/1･P8

３１ 水

●夜間納税窓口開設日（市役所田沢湖・角館・西木庁舎 17:15 ～ 19:00） P7

●無料法律相談（角館交流センター 13:30 ～） P15

●押し絵・手まり作り教室（西木公民館 9:00 ～ 12:00） 8/1･P8

●若返り教室（角館交流センター 10:00 ～ 11:30） 7/1･P19

仙北市カレンダー ８/１６火  ～３１水
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広報担当者の

SR　夏の風物詩、花火。今シー
ズン最初に見たのは保育園の夏
祭りで打ち上がったものでした。
花火といえば大曲ではあります
が、仙北市内でも例年、数か所
で花火が上がります。ある程度
近くまでは簡単に行けるのがメ
リット。周りに誰もいなかった
りすると、まるで自分のために
打ち上がっているかのような感
覚になります。近さゆえの大き
さや音、衝撃を今年も楽しみた
いと思います。

TK　8月初め、ネタに困った私は
その日の思いつきで蛍の撮影へ。
蛍の見頃は通常7月中旬頃までと
のことでしたが、ほんのわずかな
希望に賭けていざ出発。しかし、
案の定、辺りは黒一色。諦めて帰
ろうと引き返した際、足元を滑
らせ近くの岩に激突。けがはな
かったのですがポケットに入れ
ていたスマホの画面が破損。自
然はそんなに甘くなかったです。

MT　連日の猛暑にちょっと夏バ
テ気味。昔はこんなに暑かった？
というほど、アツいです。角館
町の気温の高さも県内では目を
見張るものがあります。お盆行
事も真っ盛りですね。帰省客を
もてなしたり、バーベキューを
楽しんだりと、夏の醍醐味も味
わえますが、くれぐれも熱中症
にならないよう、日焼け対策や
水分補給を忘れず、健康的に短
い夏を楽しみましょう。


